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台湾地質巡検会を計画されお世話いただいた

鎌田先生はじめ役員の皆様のおかげで楽しく有

意義な巡検会でした。紙上を借 りて重ねて御礼

申し上げますc

12月 25日 の年末に台北空港に降り立った第一

印象は,かなり古い空港であること,特にエプ
ロンのコンクリー トが老朽化しているのに驚き

ました。空港内の植物には巨大なゴムの本ガ

ジュマル等南国そのもので楽しませてもらいま

した。

素人ながら古生物に興味を持っていますので

苗栗の化石については最大の関心事でした。配

布されたガイドマップを何度も読み直し,91種
の化石の和名を調べ,さ らに増田孝一郎先生の

「日本産新生代 Pectinidacの起源 と移動」の論

文を読んで準備をした。

特に,νたノんのθε′θ4Groupの 中で我が国で最

も古いИこ況力ηθθ′ιんは対馬の対州層群 より産

出したИ〔ιιttηθεたん たJ77z“隠′ 
“
ン
“
yα

“
αJ(Yok―

oyama)で ある。これは,元来暖水系の貝類で

あったが次第に温帯ないし冷温帯的な環境に変

化したことが考えられる。さらに,最 も南方地
域まで分散したものが苗栗で産出していること

が記載されていた [

2日 目の化石採取でこのν′て夕乃″ιθ′ιれに期

待をかけたが採取できず,他の Pecten・ ウニ 0

サンゴ・ムカドッノガイ等18種の化石を採取す

台湾地質巡検会に参加して

河 野 隆 重 (河野技術調査)

ることができた。これらの大部分は,我が国で

は高知県唐ノ浜の鮮新世の地層より採取してい

たので,そ れとの比較ができた。国は違っても

化石はほとんど同じと考えられた。

3日 目の九族文化村では台湾の文化の一端に

触れることができました。植物ではヘゴ・パパ

イヤ・ビンロウ樹等珍しいものでした。特に,

「竹メシ」のおいしさは無類の食べ物でした。

しかし,そのあまりのうまさにたった 1個の「竹

メシ」を幾人かのメンバーに試食され結局はほ

んの少し試食することになり「香りの高い竹メ

シ」と相成りました。

4日 目の東西横貫公路の景観は素晴らしいも

のでしたc3000m級の山脈が地殻変動で持ち上

がるその規模の大きさに驚き,持ち帰った千枚

岩を机の上に置いて時折思い出しています。

途中の梨山の果物の新鮮さは忘れられません,

いつの日か家族で梨山のトレッキングができれ

ばと思つています。

台湾の人たちの食事中の騒々しさには最後ま

で慣れることはできず,食事=騒音でした。逆
に言えばお国柄の違いともいえますが,そ れが

台湾の人たちのバイタリテイの発露ではないか

と思っています。ボストンでは物静かなチャイ

ニーズレディと話をしたこともあり特に感じま

した。最後には,台北で体調を壊し皆様には大

変ご心配をおかけしましたc
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東埴温泉

玉山國家公園

杉林漢
●王田交流道至九族文化村72公里
●斗南交流道至九族文化村63公里

●谷開組天冷至九族文化村75公里

言飯種臀融寵棋慧1務〒譜高■)少連鵬
天 直 飯 店 丁EL:(049)855321100間 第 一 飯 店
を賀 B雨  嘔F 自宮 TEL:(049)855991  111晨堀 員民  ヨ巴  桐臓
涵 碧 櫻 丁EL:(049)855311 84間 出 王 飯 店
青年活動中出 丁EL:(049)850070 360間

丁EL:(049)855856   54展覇
TEL:(049)982727   77晨覇
丁EL:(049)855366   66晨畢
TEL:(049)900111  200日覇

世界 廣場 陰 部室内瀾 放時間 :平日 :0980～ 7ЮO慨日 :0990～ 730

金 破 山 探 険 開放時間 :平 日ЮЮO～ 博80朽 ЮO～ 7ЮO慨 日 :0980～ 730

【入園門票含遊業券票 】

票  別 暢 遊 至1 底

全 西
不 優 恵 百

ホ 兒 百
示

土里

個 人 票 500 450 200
目 鑓 票 450 400 200

日月渾

九族文化村の案内
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